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直線寅各色すさ~毒を~ヽ､
ぁrr-なろj榊ヒ　摩1継手il

掛,か憧け軌†て- -息L.確串とセ1まLT:･卓見の皆棟に

LLご鶴削く縄ごしていう一､-先見首での脚最古捕
えて_ 9月"fl (fI)に直轟諦東女を予定しrhlま1･

ぁ寸々ろ与Ii轟iがWfYL-ます.Y-内示lこ比東亜の噛kや-

卦,もヰiと港､､ま1.本か主我尊いしま1･

方寸Jiろ冬(個人か難轟患身の与)

再生不紳患者とを鼓の鼻
先浄鵬 で美妓ー軌推します

句　碑　　　76キ9月21fl (fl)

Jq:00　-　′∫:00

与等　　先棚轟センター　3F夫蛸窒

チ_マ　｢昇生不蜘ー♯酔い碗押凍犠最
速榔どの詩轟と轟恭生藷.

瀦帝　　　光祐政争鵬
伊　東老　先生

ネか貴　　　女長鳥軒　一飯

享

…円⑳丁



Jヒ餌細トの舶

今年で2 31g日の金粉と北見すFR鼻′ o oキ鴫の協賛i受

けて用寸､YtまLl{.方寸Jiろ与も榊をLまLl:.絶才でもち4

秋の矛の妙寺i◆､と蛸巳でLたが_阜負′ ′名&ボランテ7

人産と2 0名で_碇青身す村尭信先生のポ尊い1た麦に輔セfp泉

で鼻匂手鼻にJrっTTと患います.

●

弟2 3噂難病柵と衷複の幽二秒Lて
深見　貞子

8月3fll､らSfl逮1滴3可先見での幽二秒Lて′0日

+Y最ぎたJ丸札hて池向と見て水性◆､ら北見まで_吋路は柵や主

食て丸魁の長い並の1 i lく点すに希って東Ytl:ものと脚●y

l茸ヽ､ています.

こrlも賦す務局の畿鼻の才をの如セガす軒1と他見丈

帝の.お徐と玖r･て薄い攻鳥と美に応●､ lの盆附しあーでキ+y

L afI何の患い虫を書きます.

お失えのす′ o碑難病センターi出費t-枇且に逢す)?鍬

を並1長い,音色に且とYL方Jb埠を赴そて先見着.子え逢し良

●　票慧㌫這:･誓7'-.T誌こ認諾妄誓ま芸票上;

お代hlを何度もLてヽ･i.i+Yいました.

翌4EEIキ萌す_葡柳で卿は求此奴外◆､らネか′ S名一　考

ytでYuこil己魚すで義足.蝕の応境羊_遠点のない登か7本1ま

した.鼻匂大東1i高見を♯tJi+yL　考Ptに負けず鍵く胡ふく前向

きに生きていi亨に搬LまLl<.

この鼻まわせ辞てたすだけでも11itri先見に未1;千丈●Yあっ1;



と港hYti克莫Lf-=ものでLた｡

舟を身の並立南港ケ丘高氏の根室のす村急信fんのお尊いYお

し｢也の人の言､､+'､,と患.?て言う尊Lli良く恥､て上げiす･

十か73尊しとし乍いうい二一本YtこYL言hli､,日に･ Jとのすけ

皐の亨の棟で.大いに克名LまLl;.ふ､8 3与の人生一発轟H

d手の入乾生鼠色をキ義久の人とボ付き各､､い一本は比の人の

ぉ尊もを開くのでせく.皐の城を色キ言って牲舞うので七､,寸､と

港いまLf-;.

キ玖l､もず氏神での棚ヾ有lまLた.未音の衣帝-永島

患者の体検奪衣_ ､､すrtも千の雀T I-JFby一杯に乍1ました･

先槻九号の妙の林の略スライドはって大麦-～. ●
有意義1i瀬音してL六.

1;噂Lて下丁っ{;人{; t●ヾ凍上に長前列には先見ポランチアの一

帝人産.料_大身のマーク入t T=/ヤツ-白い瀬林l†鼻で泉と

頼子で_長恥i錦-一ワt-Jr.?て子を鼻1本､､判rlを併しふまL

T<.ネIi次●､しまと涙で瀬を上げiす+Y由来ま<んでLた.

皐にとっ-T塘hて東lI先見には忘れI Ytない患い●町有iのです.

掛41キS月ZlfL着分いすITT{長方噛して3ケ月で-

この麓で急逝Lました.丁度号の麓を見たいと患いセ+vt卵rt

まLT{ので者YLi丁も虫未JiくノケfH二王1まけ{.

ケ宙先見にて各軸ヾ希1まLl<のでー和させて虎きまLf;

息子比3ケ月といえどもこ池で求洩掛こな11梯生存を最ごし
･1-･･.利1号を森tJiがい色をセ患い書領一づ利こな佃でLl{･ ●

卓朗で'.1新手のバスi待つ何も者1耗うと曲の由で言､､Jiがら

主立ヽ､ていまLl=.

pl詩のグランドホテルは_皐の1う乍車椅子の鉾でl掃Pli書は

出来ま･<ん.者ねてタ食の榊もしいず.まiでお鹿株のボケずで

i f<.苛政食べ六､,と港､､りつ子●Yで1iい毛がにが-瓦イつ付いて

いまけ-..ポランチアさん○う晩についてお令書のヰ瀬をLて下さい

ました.お讃●ヾ1本付きまLl;ので.生まPlて塘(,てもを草々せず



を味わいまLTT:.

8埼1､仁中三とhました漣泉そ_奇病いい､2 3キ]:寸に良泉に入

1まLT=.本州l､らネ1まLl:献号のサチ子生3人にヰ凍TYt

漣泉に.11､ 1まLT;碑のヰL チ_号音にl淡々ま<ん.丁度判Ytま

L大東と向L-年齢_与えJiい魂の鼻に患､.ili._盛略章の患い

でした.東尾で軋そのお土産i求h一子寺に嚢に43･きまLTT.

東でIil旬拙さていまLl=+ヾー　′191 1起きで匂本でトイレ

二迄行け_称の林寺殊と蛸､､lT LまLTI.

呼鈴の阿寒湖_庫何期でLi穿●て時YLバス1､ l下1て.轍を曹

●誓訂孟言霊主諾去諾三デ這…了誓言':票…三宝:
慈恵敵影l嫌い､っ六です.吋1の阜すIi抑ガイドさんに7;顔
､･して弁の庫飼湖を噴って痛手ました.

｢音にJ-It､Ytて脊小に1Ri　星も見え七､.湖に一人　t FYtt{史

の患い虫さえもJ鏡了ね不にネ).rLi諌　容にみな1=の名前と呼べ

ど　こT-Iま<ウキい庫用瀬のえJ

与でも方の.臭い､柳瀬とJ<ウキく敬う上手セ鼓す●Y,良､･

患い虫と一美に鵬に舞ってお1ます.

名号で73各のご鼓_名産の豆_色を身い､掛こふYLて柵や土瓶

そて(三浦艶子さん確　己と牡にして久手の下貴さt-JrL大井
の人を働けf-=輪を説と一美に患い虫L t●y H常東野.美東を通. 1
-九騰そ_棚で岳伸の人並と判れを併L kグ也くわ●Y宮に泉1

●ました.
瀬∫埠に出費してグ埠迄の-たいバスにチタの泉州蛾1まLl;+Y'

点す終h IまLf-=亨に匂各々がl発いてヽ･ます.冬て難産の良●､い

こ~iE恵のお経と薄く掛,{<しま1.

こYLl､仁も不車不讃ー愚痴は言わす盛紺のえ蒋亡で前句手に胡

ろく旬かヾ出来i腔その勅や患ヽ､や1 i TJ<て傾き,生l､TJtて

こ虎きたいと患いま1.



弟1　3ヾ章才幽l二如し　i
藤ヽ王■専恵子

ヶ月3 f]皐は先見-1輯里剛12ヰ剛王ビ1､l､ 1ま1oy,個人で虫●､けま

した.榊ではえい:1に木でセろの皆鍬こお合い虫果てー大東嬉しく

患いました. ●
車椅子でいl LT'矛も丁で_お泉Yu二七つた1､と患います｡

皐も七号の鹿専一去月が少を不匂由です_又昔の筋肉●Y弱くー起き上●Y与

のに埼剛ヾ●､●､ 1ま1.上肢と下肢で珠のバランスを東iのT-Iと碑酸してい

ふのでー車椅子のオLiビん-riにご不匂由l､と皐Lます.

患身･東転の称えのよ軌暮し級でY,っく1蔑んで皐も々l､LliくてLi
と港ヽ､まLl{.

先見での秘に和して_一打l､お役にたてf{と旬己誘えしていま1.

皐〇､領朝丘詞轟と桝T Ytf<の●瀞β ′与でLT{47_老子の鑑カと件の

JJつき鼻のオ-呼号って布く一方もr+与高庇の受診を(,JiOYl yキほど1{

亡まLf<.入鹿主動(, lYLても入鹿せず.鰍は榊に一行きまLl{.

cTの枚に大骨高氏-勿ヰ求を下さ｣.先鋒敗号轟庇へ柵の一年i

切1バイパス手術与しまLた｡ネIiS3丸でLた.
一カ月で丑如しまLlW一徹の丁はb一､1ま･<んでほ.バイパス'-●

りまっTHと佃巳して先生に執れてもー　千Yui千の碑に鼻毛まL Lうと言わ

yt8ケ月与にMRIの瀬壷としていました.

千の卓崎は先落札にはMR I +壌生勝外野に一台い､なく.又バイパス手

術も先夫岳庇で用脅T YLl;trt､ 1でLた.阜11え麦速●Y良l､っ1;のT{'と先生

に言hrtま(,f=+Y一本も未到二千うT-Iと薄いまし{{.

入鹿やのお友達寸､ら北殊鵬に入ると何寸､良い聴取が希ふl､もしPけ

いと勃hらYH方寸Jiろ冬に人身しまLl{.

堂洞泉の人と逢1あそませんでLf<+ヾ_空洞轟の友の冬○ヾ東京に有iすi
一軒粥で少し糾して1キfHこ上京して_河率先生にお逢いLまLT=｡

各に出席Lて色をJi者oyb与と港ヽ1ました.車椅子の人.体が一頃いて､､る



人_甘●ヾ前号に鼻tていi人_大子曳く方1号●Ⅴ勤●､ないス_　この人穴C i

t与の轟Rll舟･ほうでした+Y.司L'嘉1の人見にお逢い出来て良●､..71{と

患いまLfこ.

利i旬4-の紬でJiヽ･とまL-て●､ i手術まで2 0最早.轟.{まも1=.

ケJ S丸です●､l &JaLの項●､ら甘寸の点九月のこし上級の嘉JLチビ

もの項は′ 00㍍えハIriくて克jtに叱られまLl<.

空似の与の与れニー東京港恵与を牧子卿の町柳養鼓の
商議●､l

● r池の嘉IL頒べてもJi+､乍●ヰ●､ =にくく-柵空洞鼻と青嶋Trtても
飴は手術をすiTに不幸iま8-_辞書について儲ん{-II Lます+Vこの与i

j亀e;て高貴の理岬i薄(,てもら ヽ､息女の色その儀hPt鼻にも巷そて布きたい

艦の人の手術手の槻f闘くすで事.tsして詩凍i受けiT+Y虫未i棟に

したい.

これiのすli与の象盲でも★1ます.

この点Ili周の蕎麦疾患の轟えf受けて､,ま<ん. Jrか構え疾患に蕎麦L

て痛手1{いです.

静仰の先生の揚力iおjkいLて_患二女fんの新主お貴いC,蘭書象の

先jt才も妃の兵患のみ糞ともってもト,,モCんと桝i L'T､入谷iぶ濃
いt,ています.

色キと劫iしてヽ･ます+Y王T-IヰJq+Y+､●､ 1号つです.

′∫&ケキ(′すせた)フランスのオー1ピーJL-ル帥hて触消長

●言う舗f故､,まLl{.

本巣の寸に堂3FPY由来i嘉Ili ′ケ麿もt=判ってヽ､まL l{+Y. ′ 1ぜ免に

東胡●1付けらハ王Ll;.
1患者の大手●Yー小鱒の故8●慨に柵までアーノルド･キヤlトキ萌し

伴って小野●慨の鴫主幹上して一寸.Td菅に和すi姐のケース+Y

貴も1く_　この外にヰ艶の九泉やオ体などWのものも★1ます.
い､ L阜1のみ隻脚島くせiわけでなく轟米●yr,つく1逢7ltT●､仁.

首や月の稚辞書と丁ハ+Y一T,大手は千の級も轟萩●埠身に違んで2 0手

札Li助手象I▼車椅子の生話を榔く丁れてヽ､ iと音hrH､'ます.



sレ一一タ-のぼたんも抑小,ほど患灯す--又もか.1 0代払辛

1､川OLtI-J､けて轟択●洩rL 3 0･ 40LWもっとけいです･

/ 1政の#b 1 t二見づ一､った-轟11-I.YこYLまでL桝●-◆イ青身

七線才津もJi.､っ17-ところ.～. 0手代札千一､ほ耕籍でMR l峨

Ll<す輔艶の堂詞の凍チ●Y一秒韓L射こい､=うにセ1まLl=･ J

岸畑の成井のメンバーでもあlま-串蛾の綿ー串と城Lます
先如71 ･仇カナ乃ビJ 0-郎rt生娘の鉱とぶ即日

､､ます. (東京での豆村議より

利妹の釦と郎･b･t･-らえい,久にセル､1う貞刺･車手の

賦払t二は郎7. ㍍セろ-がんと線･蛙irHニーか●
甘島il{11舌LhIこLl求1ます･

音針n*情うごT､,ます･金蔓-で鼻くの阜JLQ増と求かでき

閲兵のご凍抑鵬l†て-鮭の与鼻の人のネオlこなrttrと蕗､.ます･

@ ●



希書エイズ光祐畳H I V称を恭′向'Ah判

船にネdh Lて

御子
j瞭J'て傍聴しまLTI.裁判の虐着席Iiか,希主oy者1.イ卿●､

●　ら虚朗舶Jiい棟に乍っていまLf;･尊tこl珊いて盾まLlが･
Vっく1しまLた.虐与の尊し与用いている由に匂轟に束が出てき

ました..iイズ●甘利.?I;哉托Ll{糊と帝展f YL与声と受けて盾
-rit､っf;為に恵人にエイズを帝してLまっ{;す_又チビものA友嘉

の詩轟のあー謝i Lて､､1{ポキさん岬を蒋して寄ってしまいー

東萩4人IY孟尋LてLまいまLた.永別i兎にまL六.

希書は畝です_急対に~許してIiセ1ま･<ん.

ネf<Cも一生尊さ銘草とすi人何とLて産額.しましよう.

北海道難病連の運営協力会にご加入下さい

●

■運営協力会は､定期･定額のご寄付です｡

■年間1口2,000円(法人､会社は1万円)です｡

■機関誌｢なんれん｣ (年3-4回刊)をお届けします｡

■2年目以降は､毎年入会月に､ご請求申し上げます｡

1中止､退会は自由ですので､ご連絡下さい｡

1ご家族､お知り合いの皆さまにも､ご協力をお願いして下さい｡

■活動資金として次のように使います
●七病集団九料脚会●医療掛金●榔｢なんれhJの発行

4脚.棚･ p R活動●疾病男.li着会.地域支部の活動●事務局の運営その他

訳北海道難病連



直轟-舘売女

｢斉生不蜘一丈肘小額諌少牲普虹嘉_

蕊噛丸Ji t-の詩轟と耕生詩,

fl　碑　　96年9月1ケ月(8)

′4E: 00　-　′さ:00

頚　帝　　先蒔五九号　鵬

和　恵老　先生

級　長客　各点兵書†一枚sO0円

故　も

手書JLイえH ) V恥の恭一ヾ可公刊●V9月J OfH二木L Jiす
-fiろ与も丈痕の(;(,にのIfl il;て軸に妙LまLf{.

1度とこの新車音●洩7ない1<hに丈及落動i飽†て布きf{

ヽ､です.

編集人個人か難病患者の各軸キ′月13日弟卿 
水枕すすよ直南4阜岳10丁8難病センタ一向(512T3233)EEm 

新人先槻身琳畔書棚史期;il布教蜂合一叫え美子 
あ11iろ79号(与月′旬10fljW)1専1(対円(卓見Li冬貴に合まYL与) 

●
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